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一

　

は

じ
め

に

　

泉
涌
寺
の

仏
牙
舎
利

は
、

謡
曲
「

舎
利
」

の

題
材

に

選
定
さ
れ

る

ほ

ど

に

道
俗
に

知
ら

れ

た

存
在
で

あ
っ

た
は

ず
だ

が
、

そ
の

請
来
時
期
を

始
め

と

し
て

、

実
際
に

は

不
明

な
点
が

多
い

。

　

本

稿
は

、

泉

涌
寺
仏

牙
と
そ
の

請
来

者
湛

海
に

関

す
る

新
出
記
事
を

紹

介
し

て
、

今
後
の

研
究
の
一

助
と

し
た

い
。

二

　
泉
涌
寺
仏
牙
と

請
来

者
湛
海
に

関
す
る

新
出
記

事
二

点

　

今
回
紹
介
す
る

新
出

記
事
は

、

智
積
院
新
文
庫
蔵

『

視
覃

雑
記
』

に

掲
載
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

。

『

視
覃
雑

記
』

に
つ

い

て

は
、

す
で

に

他

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（
1

）

稿
に

て

書
誌
情

報
も
含
め

て

紹
介
し
て

あ
る
の

で
、

詳
細
は

そ
ち
ら
を

参
照
願
い

た
い

。

こ

の

史
料
は

、

泉

涌
寺
を

中
心
と

す
る

律

宗
寺
院
で

の

慣
例
や
口

伝
な
ど

が
、

箇
条
書
き
で

記
さ

れ

た

も
の

で
、

僧
長
典
に

よ
っ

て
、

］

五
一

九
〜
一

五
三

〇

年
頃
に

か

け
て

徐
々

に

書
き

足
さ
れ

な

が

ら

制
作
さ

れ

た

と

考
え
ら

れ
る

。

印
度
學
佛
敏
學
研
究

第
六
十
二

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
六

年
三

月

　

湛
海
と

仏
牙
舎
利
に
つ

い

て

の

記
事
は
、

全
二

五

五

条
の

う
ち

、

第

一

七

五

条
と

第
二

二

六

条
で

あ
る

。

以

下
に

本
文
と

大
谷
に

よ

る

書
き

下

し
を

挙
げ
る

。

な
お

、

本
文
中
「

／
」

は

改
行

、

「

」

」

は

改
頁
を

示
す

。

　
〔
第
一

七
五

条
〕

　

　
　

　
　
　

　
　
ホ

　
］

　

泉
涌
寺
舎
利
会
来
者
　
湛
海
首
座
再
入

宋
請
来

也
　
開
山
宗
師
／
示
寂

　

　
ロ

や
ロ

　

な
　
ド

ぽ
　
ぱ　
ヰ

　
之
○
後
○
入
寺
也

　
開
山
口
入

寺
也

　
依
之

海
首
座
一

向
予
於
泉
涌
寺
／

無

　
之

者
　
舎
利
会
則
御
仏
事
也
矣

　
天

王

寺
勝
鬘
院

開
山

湛
海
首
座
也

　
此

寺

　
本
尊
愛
染
明
王

也

　
寮
額
虱・
興
等
在
之

事
（
二

九

丁

表
）

　
（
書
き

下
し

）

】
　

 

泉
涌
寺
告

利
会
の

由
来
は
、

湛
海
首
座、

再
入

宋
のーーー馴・

　
 
天
王

寺
勝

　
　
開
山
は

湛
海
首
座
な
り
。

こ

の

寺
の

　
尊
は

愛
染
明
王
な

　

ー
尋

。

〔

第
二

二

六

条
〕

一
　

泉
涌

寺
仏
牙

舎
利
勅
箴
筆

二
一

九
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泉
涌

寺
仏

牙
舎
利
と

請
来
者
湛
海
に

つ

い

て

（

大
　
谷
）

右
　
当
寺
仏
牙
舎
利
者
　
如
来
滅
荼
毘

之
砌
　
人
鬼
／
畜
群
集
之

捷
疾
羅
刹

受
多
聞
之

勅

　
隠
身
形

取
仏
牙

　
厥

後
南
山
大
師
／
西

明
寺
中
夜
行
道

　
那

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

睡
太

子
献
大
師
　
々

々

授
綱
律
師
　
従
爾
以
降
　
支
那
一

天

／
崇
之

　
道
俗

四
衆
帰
之

　
爰
当
寺
湛
海
首
座

簾
醂

耡

　
企
星

宿
　
二

度
／
往
還

　
日
域

安
置

　
　
カ　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

が
ヨ

　

　

　

ほ

　
ギ

ぬ

　
の

　

も

お

あ

ハ

や
ロ

　
ぬ

口
誓
　
速

詣
白
蓮

金
刹
　
俄
獲
赤
県
霊

宝
」

寛
喜
二

年
降
臨

当
山
　
君
臣
尊

崇
絶
倫

　
道
俗
帰

敬
／

伺
隙

　
然
間

国
家
貴
重

之
余

　
至
徳
二

年
季
春
後
九

　
　
ぽ
ホ

な
　

／
　
上

皇

忝
致
礼

拝
自
下

　
勅
箴
止

　
聊
爾
出
現

仏
牙
威
徳
自
門
秀
高
也
／

非

勅
命
者
不
可

開
封

与
不

見
是

仏
化
莫
謂

慳
惜
矣

／

　
　
至
徳
二
磯

年
六

月
　

　
　
日

住
持
沙
門
聖

皐

謹
識
　
／

仏
牙
之
入
寺
者
　
八
十

五

代
主

後
堀

河
院
　
寛
喜
二

年
也
　
百
二

代
主

後
小

松
院

／
至

徳
二

年
三

月
廿
九

日

勅
箴
也

（
四
四

丁
表
〜

裏
）

（
書
き

下
し

）

一
　

囘
泉
涌
寺
仏
牙
口

利
勅
箴
記

 
右

、

当
寺
の

仏

牙

舎
利
は

、

如
来

滅
し

て

荼
毘
の

砌
、

人

鬼
畜
群
集
の

捷

疾
羅
刹、

多
聞
の

勅
を

受
け

、

身
形
を

隠
し

仏
牙

を
取

る
。

そ
の

後
南
山

大ーー
、

四

衆
は
こ

れ
に

帰
す

。

団
こ

こ

に

当
寺

、

湛
海

首
座

　
文
陽

坊

　
11

聞
陽ー

域
安
置
の

　
誓

　
を

立

て
、

速
や
か

に

自
蓮

冠

刹
に

詣
で
、

俄
か

に

赤
県

“

中
国

　
の

霊
宝
を

獲
る

。

寛

喜
二

年
　
私

に
云

く
後
堀
川

院
の

御
宇
な

り
。

開
山

和
尚
の

滅
よ

り
四

年
目
の

後
な
り

　
当

山
に

降

臨
す

。

君
臣
尊
崇

絶
冊

に

し
て

、

道

俗
帰
　
の

隙
を

伺

う
。

回

然
る

間、

国

家
貴
重
の

ボ

り、ー
よ

り
下
に
、

勅
し

て

箴
止

す
。

聊

爾
出
現
の

仏

牙
の

威
徳
は

自
門

秀
高

なー
身
　
の

不

見
に

与
す
る

は
、

い

わ

　
な

き
慳
惜
な

り

　
不

見
に

与
す
る

も
こ

ー
回

飄

二

二

〇

ゴ
i

ー
仏

牙
の

入

寺

は
、

八

十
五

代
主
後
堀
河

院
寛
喜
二

年
な

り

　
百
二

代
主

後

小
松
院
至

徳
二

年
三

月
廿
九

日
に

勅
箴
な

り
。

こ

れ

ら
の

記
事
に

よ
っ

て

確
認
で

き
る
の

は
、

以

下
の

五

点
で

あ
る

。

ω
「

泉
涌
寺
仏
牙
舎
利
勅
箴
記
」

の

存
在

　
『

視

覃
雑
記
』

第
二

二

六

条
は

、

至

徳
二

年
（

＝
二

八
五
）

六

月
に

、

当

時
の

泉

涌
寺
長

老
で

あ
っ

た

竹
岩
聖

皐
（

第
二

十
一

代
）

に

よ

っ

て

記

さ

れ

た

「

泉
涌

寺
仏
牙

舎
利
勅

箴
記
」

（

以

下

「

勅
箴
記
」

と

略
）

の

転
載
で

あ
る

。

こ

れ

ま
で

こ

の

史
料
の

存
在
は

知
ら

れ

て
こ

な

か
っ

た
。

泉

涌
寺
仏

牙
舎
利

に

関

す
る

史

料
は

、

建

武
三

年
（

一

三

三

六
）

に

第

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（
2）

十

世
長
老
全

信
が

記
し

た

『

仏
牙

舎
利
縁
起
』

が

最
も
古

く、

「

勅
箴

記
」

は

そ

れ

に

次
い

で

古
い

史
料
で

あ
る

。

 

泉
涌

寺
仏

牙
は

道
宣
ゆ

か

り
の

釈
迦
遺
物

　
「

勅
箴

記
」

に

は
、

泉
涌
寺
仏

牙
の

縁
起
が

述
べ

ら
れ

る
。

釈
迦
の

遺
体
を
荼
毘
に

付
し

た

時
、

捷
疾
羅
刹
が

多
聞
天

の

勅
命
を

受
け
て

仏

牙
を
盗
ん

だ
。

南
山
宗
祖
道
宣
は

、

あ
る

夜
、

西
明
寺
を

歩
い

て

い

た

時
に

、

多
聞
天
の

子
で

あ
る

那
旺

太
子
に

出
会
い

、

そ
の

仏
牙
を

感
得

す
る

。

道
宣
は
こ

れ

を
弟
子
の

文
綱
に

授
け

、

以

来
こ

の

仏
牙
は

国
中

の

尊
崇
を

得
る
こ

と

と

な
っ

た
。

こ

れ
こ

そ

が

湛
海
請
来
の

仏
牙
で

あ

る
、

と

い

う
も
の

で

あ
る

。

「

勅
箴

記
」

は

泉
涌

寺
仏

牙
に
つ

い

て
、

こ

う
し
た

縁
起
を
紹
介
す
る

史
料
の

中
、

最
古
の

も
の

で

あ
る

。

　

こ

れ
は

『

大
般
涅
槃
経
後
分
』

巻
下
「

聖
躯

廓
潤
品
第
四
」

（

以

下
『

涅

一 748 一
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槃
経
後
文
』

と

略
）

と
、

『

宋
高
僧

伝
』

巻
十
四
「

唐
京
兆

西

明
寺
道
宣
伝
」

（

以

下

「

道
宣
伝
」

と

略）

に

そ
れ

ぞ
れ

に

説
か
れ

る

仏
牙
の

エ

ピ

ソ

ー

ド

を
折
衷
し

た

も

の

で

あ
る

。

『

涅
槃
経

後
分
』

に

は
、

釈
迦
の

遺

体

を

荼
毘
に

付
し

た

後
、

帝
釈
天

が

上

顎
右
の

牙
舎
利
を

取
っ

て

天

上
に

還

り、

塔
を

建
て

て

供
養
し

よ

う
と
し

た

が
、

二

匹
の

捷
疾
羅

刹
が

隙

を

見
て

そ
の

仏

牙
を
盗
ん

だ

と
い

う
エ

ピ

ソ

ー

ド

が

紹
介
さ
れ
る
（
『

大

正
』

一

二
、

九
一

〇

頁
上
）

。

ま
た
「

道
宣

伝
」

に

は
、

夜
に

西

明

寺
を

歩
い

て

い

た

道
宣
が

「

毘
沙

門
天
（

11
多

聞
天）

の

子
那
旺
」

と

名
の

る

少
年
に

出

逢
い

、

仏
牙
を

授
か
っ

た
。

そ
の

仏
牙
は

弟
子
の

文
綱
に

託

さ

れ

て

崇
聖

寺
の

東
塔
に

収
め

ら

れ
、

後
に

西

廊
に

建
て

ら
れ
た

塔

に

移

さ

れ

た
、

と

い

う
エ

ピ

ソ

ー

ド

が

紹

介
さ

れ

て

い

る
（
『

大

正
』

五

〇
、

七

九
一

頁
上
）

。

　
ど

ち

ら

も

仏
牙
に

つ

い

て

説
か

れ

た

も
の

で

は

あ

る

が
、

本
来
二

つ

の

エ

ピ

ソ

ー

ド

に

関
連
は

な
い

。

　

実
は

、

こ

の

よ

う
に

『

涅
槃

経
後
分
』

と

「

道
宣
伝
」

を
折
衷
し

た

縁
起
を
持
つ

の

は
、

泉
涌

寺
の

仏

牙
だ

け
で

は

な
い

。

ほ

ぼ

同
様
の

縁

起
を
持
つ

仏

牙
が

、

少
な

く
と

も

日

本
に

は

他
に
三

点
確
認
で

き
る

。

　
一

点
目

は

現
在
京
都
の

報
恩
寺
に

所
蔵
さ
れ
る

仏
牙
で

あ
る

。

こ

れ

は

叡
尊
が

室
町
女

院
か

ら

寄
進
さ

れ
た
も
の

で
、

も
と
は

葉
室

浄
住
寺

に

あ
っ

た

と
い

う
。

一

三

七

〇

年
頃
ま
で

に

成
立

し

た

と

考
え
ら

れ

て

い

る

『

太
平
記
』

巻
八

「

谷
堂
炎
上
事
」

に

は
、

浄
住
寺
の

仏

牙
に
つ

い

て
、

釈

尊
滅

時
に

捷

疾
が

盗
ん

だ

仏

牙
舎

利
を
韋

駄
天

が

奪
取
し

泉
涌

寺
仏
牙
舎
利
と

請
来
者
湛
海
に

つ

い

て

（
大

　
谷
）

て
、

後
に

道
宣
に

与
え
た
も
の

で

あ
る

、

と
い

う
謡
曲
「

韋
駄
天
」

を

彷
彿
と

さ
せ

る

逸
話
を
紹
介
し
て

い

る
。

叡
尊
は

浄

住
寺
に

仏
牙
を
納

め

る

に

あ
た
っ

て
、

弘
安
十

年
（
一

二

八

七
）

八

月
八

日

付
で

置
文
を

作
成
し

て

い

る

が
、

こ

れ

に

は

「

右
牙
舎
利
者

、

曩
祖
終

南
山

ノ

律
師

所
コ

ナ

リ

感
得
→

玉

フ

也
〈

其
旨
見
相
伝
次
第
〉

」

（

『

西
大

寺
叡
尊
伝
記
集
成』
（
法

蔵
館、

一

九

七

七
）

一

九
二

頁
）

と
あ
る

。

樹
下

文
隆
氏
は

、

こ

こ

に

述

べ

ら

れ

る

「

相
承

次
第
」

を
、

『

正

続
院

仏
牙

舎
利

記
』

（

西
教
寺
蔵
）

に

収
め

ら

れ

て

い

る

「

葉
室

山

浄
住
寺
仏

牙
舎
利
相
伝
次

第
」

と

推
測

し
、

こ

れ

が

「

太
平
記
』

の

下

敷
き

と

な
っ

た

縁
起
で

あ
る

と

考
え
ら

　
　
　
　

　
　
　

　（
3

）

れ
て

い

る

よ

う
で

あ

る
。

「

葉
室

山
浄

住
寺
仏
牙

舎
利
相

伝
次
第
」

に

説
か

れ

る

縁
起
は

「

勅
箴
記
」

に

説
か

れ

る

泉
涌
寺
仏
牙
の

も

の

と
ほ

ぼ

同
様
で

あ
る

。

　
二

点
目

は

奈
良
の

菩
提
山

正

暦
寺
に

あ
っ

た

と

さ

れ

る

仏

牙
で

あ

る
。

正

暦
寺
仏
牙
の

縁
起
で

あ

る

「

菩
提
山
中
尾
舎
利
伝
」

は
、

こ

れ

を
禅
実
房
宣
胤

か

ら

借
り
た

尋

尊
に

よ
っ

て

『

大
乗

院
寺

社
雑
事
記
』

（

文
正

元

年
（

一

四

六

六）

閏
二

月
四

日）

に

書
き

留
め

ら

れ

て

い

る
。

こ

こ

で

は

道
宣
で

は

な

く
道

安
に

舎
利
が

施
与
さ

れ

た

と

さ
れ

る

が
、

そ

の

他
の

点
に
つ

い

て

は
、

や
は

り
「

勅
箴
記
」

に

説
か

れ
る

泉

涌
寺
仏

牙
と

ほ

ぼ

同

内
容
で

あ
る

。

　
三

点
目

は

鎌
倉
円

覚
寺
の

仏
牙
で

、

そ
の

縁
起
を
記

し

た

春
屋
妙
葩

（

＝一
＝

二

〜
一

三

八

八
）

の

『

仏
牙

舎
利
縁
起
』

に

は
、

毘
沙

門
の

子

の

名
が

「

張
瓊
」

と
さ

れ
る

も
の

の
、

そ
の

他
の

点
に
つ

い

て

は
「

勅

二

二
一
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泉
涌

寺
仏
牙
舎
利
と

請
来

者
湛
海
に
つ

い

て

（
大
　
谷
）

箴
記
」

と
ほ

ぼ

同
内
容
の

縁
起
が
紹
介
さ

れ

て

い

る
。

同

様
に

円

覚
寺

仏

牙
の

縁
起
を

説
く

。

ま

た

『

正

続
院
仏

牙
舎
利

記
』

（

西

教
寺
蔵）

に

納
め

ら
れ

る

「

万

年
山
正

続
院
仏

牙
舎
利
略
記
」

（
一

三

五

二

年
天

沢
宏

潤
識）

に

は
、

『

涅
槃
経
後
分
』

と

「

宣
律
師
伝
」

を
引
用

し
て

縁
起
が

説
明
さ

れ

て
い

る
。

　
こ

の

よ

う
に

日

本
各
地
の

仏
牙
は

、

十
五

世
紀
く
ら
い

ま
で

の

間
に

同
型

の

縁
起
が

し

き
り
と

作
成
さ
れ

た

こ

と

を

確
認
で

き
る

。

な

お

同

時
期
に

は

「

舎
利
」

や

「

韋
駄

天
」

な
ど

の

仏
牙
を

題
材
と

し
た

謡
曲

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
4）

も

作
成
さ

れ

て

お

り
、

関

連
が

指
摘
さ
れ

て

い

る
。

 
湛
海
が

仏
牙
を

持
ち

帰
っ

た

の

は

寛
喜
二

年

　

ま
た

上

記
二

点
の

記

事
に

は
、

仏

牙
の

請
来
年
を

、

共
通
し
て

「

後

堀
河
院
寛
喜
二

年
（

一

二一
二

〇
）

」

で

あ
る

と

す
る

。

第
一

七
五

条
に

は

「

再
入

宋
請
来
」

、

第
二

二

六

条
に
は

「

二

度

往
還
」

と

見
え
る
の

で
、

こ

れ

が

湛
海
の

二

度
目
の

渡
宋
時
で

あ
っ

た
こ

と

が

わ

か

り、

こ

の

請

来
に

よ
っ

て
、

泉
涌
寺
で

は

舎
利
会
が

執
り
行
わ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

と
い

う
。

　

西
谷
功
氏
は

、

湛
海
の

伝
記
内
容
を

検
討
し

、

湛
海
に

関
す
る

記
事

を
新
し

く
収
集
し
て

湛
海
伝
の

再
構
築
を

行
い

、

湛
海
の

入
宋
は

『

本

朝
高
僧
伝
』

な
ど

に

記
載
さ

れ

る

二

回
よ

り
も

多
く

、

計
五

回
に
の

ぼ

り
、

ま
た

そ
の

う
ち

二

回

目
の

渡
宋
と

な
る

安
貞
二

年
（
一

二

二

八
）

九
月
八

日
の

帰
朝
時
に

仏
牙
を
持
ち
帰
っ

た

の

で

は

な
い

か
と

推
測
さ

　
　
　

　
　
（

5）

れ
て

お

ら

れ
る

。

二

二

二

　
し

か

し
こ

れ

ら
安
貞
二

年
説

を
記
す

史
料
群
よ

り

も

早
く
に

成
立

し

た

史
料
に

寛
喜
二

年
説
が

述
べ

ら

れ

て

い

る

点
に

は

注
意
が
必
要
で

あ

ろ

う
。

 
湛
海
は

四

天
王
寺
勝
鬘
院
の

開
山
で

あ
る

　
さ

ら

に

〔

第
一

七
五

条
〕

に

よ

れ

ば
、

泉
涌
寺
仏

牙
を

請
来
し

た

湛

海
は

、

四

天

王

寺
勝
鬘
院
開
山

で

あ
る

と

さ
れ

る
。

四

天

王

寺
勝
鬘
院

は
、

寺
伝
に

よ

れ

ば

聖

徳
太

子
建
立

の

施

薬

院
に

端
を

発

す
る

と

さ

れ
、

太
子

が
こ

こ

で

『

勝
鬘
経
』

を

講
説
し
た

た

め

に

勝
鬘
院
と

呼
ば

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
と

さ
れ

る
。

本
尊
は

愛
染
明
王

で
、

地
域
で

は

愛

染
堂

、

愛
染

さ

ん

と

親
し
ま

れ

て

い

る

寺
院
で

あ
る

。

寺
伝
に

は

残
ら

な
い

が
、

律
院

と
し
て

の

中
興
開
山

を

湛
海
に

求
め

て

い

る

の

が

〔

第

一

七

五

条
〕

で

あ
る

。

こ

こ

で

も
本
尊
は

愛
染
明
王

と

さ

れ

て

お

り
、

遅
く
と

も
『

視
覃
雑
記
』

成
立
の

十
六

世

紀
に

は

勝

鬘
院
の

本
尊
は

愛

染
明
王

で

あ
っ

た

こ

と

が

明

ら

か
で

あ
る

。

　
し

か

し

『

視
覃
雑
記
』

よ

り

も
三

百

年
近

く
早
く

成
立

し
て

い

る

天

野
山
金
剛

寺
の

聖

教
に

は
、

「

求
法
沙
門

思
融
く

勝
鬘
院
開
山

長
老
／

　
　

　
（

6）

相
意
上

人
V
」

の

書
写
本
が

多
く
伝
え
ら
れ

て

お

り
、

『

視
覃
雑
記
』

の

湛
海

開
山
説
と

異
な

る
。

　

思
融
に

つ

い

て

は

牧
野
和
夫
氏
が

す
で

に

諸
論
文
に

行
状

等
を
ま

と

　
　

　
　
　（
7

）

め

て

お

ら

れ
る

。

凝

然
『

円
照
上
人

行
状
』

（
一

三

〇
二

年
成
立
）

に

よ

れ

ば
、

「

思
融
〈

後
改
円
珠
〉

上

人
」

（
『

続
々

群

書
類

従
』

三
、

四
九

九
頁

上
）

と

あ
っ

て
、

思
融
が

後
に

円

珠
と

名
乗
っ

た

こ

と

が

知
ら

れ

る
。
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同

書
に

は
、

泉
涌
寺

智
鏡
・

道
玄
の

弟
子
で

あ
っ

た

円
珠
と

「

思
順
」

が
、

弘
長

嘉
暦
年
間
に

は

共
に

円
照
の

い

る

鷲
尾
に

移
り
、

そ
の

三

年

後
に

共
に

「

天

王

寺
勝

鬘
院
」

に

住
し
て

密

教
を

弘
め

た

こ

と

（

同、

四

八
五

頁
下
）

、

弘
長

年
中
（
一

二

六
一

〜

六
四
）

に

仏
法
大
徳
か

ら

円

照

へ

と

施

与
さ

れ
た

家
原

寺
を

、

後
に

譲
ら

れ

た

こ

と
（

同
、

四

八

七

頁

下）

な
ど
が

記
さ

れ

て

い

る
。

　

思

融
（
11

円
珠
）

は

思
順
と

行
動
を

共
に

す
る

こ

と

が

多
か
っ

た

よ

う
で

あ
る

が
、

『

続
仏
祖
統
紀
』

巻
之
一

「

法
照

伝
」

（

『

続
蔵
』

七

五
、

七
三

九
中
）

に

は
、

湛
海
と

思

順
と

が

法
照
に

参
学
し

た
エ

ピ

ソ

ー

ド

が

紹
介
さ

れ

て

い

る

か

ら
、

あ
る
い

は
こ

う
し

た

〈

思

順
の

ツ

レ
〉

の

伝

承
が

混

濁
し

た

結

果
と

し

て
、

元
来
思

融
開
山
で

あ
っ

た

も
の

が
、

後
に

湛
海
に

ま
で

遡

ら
せ
て

伝
え
ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

た

の

か

も
し
れ

な
い

。

 
泉
涌
寺
仏
牙

舎
利
は

至
徳
二

年
よ

り
勅

封
状
態
と
な
る

　
「

勅

箴
記
」

の

主

旨
は

、

至

徳
二

年
（

二
二

八
五
）

三

月
二

十
九

日
、

後
小

松
院
が

礼
拝
し

た

の

を
き
っ

か

け
と

し

て
、

泉
涌
寺
の

仏
牙
が

勅

封
さ

れ

た
こ

と

を

述
べ

る
こ

と
に

あ

る
。

　

先
ほ

ど

紹
介
し

た

元
浄
住
寺
仏

牙
も
、

叡
尊
に

仏
牙
を
委
託
し
た

室

町

院
が

没
し
た
（

＝
二

〇

〇

年
）

後
に

勅

封
の

打
診
が

あ
っ

た

こ

と

が

「

報
恩

寺
牙
舎

利
縁
起
』

に

明
ら
か

で

あ
る

し
、

円
覚
寺
正
続

院
の

仏

牙
も
応

永
三

年
（
一

三

九

六
）

に

義

満
に

よ

り

京
都
に

召
し

上

げ
ら

れ

た
と
い

う
（

『

鎌
倉
管
領
九

代
記
』

）
。

泉
涌
寺
仏
牙
舎
利
と

請
来
者
湛
海
に
つ

い

て

（
大

　
谷
）

　

大
塚
紀
弘
氏
に

よ

れ

ば
、

仏

牙
は
北
宋
で

は

皇

帝
が

厳
重
に

管
理

し

て

お

り
、

浄
住
寺
仏
牙
の

勅
封
打
診
は

そ
の

故
事
を

踏
ま

え
て

の

行
為

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
8）

だ
っ

た

可
能
性
が

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

他
の

仏
牙
も
同
様
の

指

摘
が

で

き
る

か

も
し
れ

な
い

。

三

　
ま

と
め

　

以

上

に

『

視
覃
雑
記
』

に

掲
載
さ
れ
る

泉
涌
寺
仏
牙
と

湛
海
に

関
す

る

短
い

記
事
二

点
を

紹
介
し

た
。

こ

れ

ら

の

新
出
記
事
は

、

対

外
交
流

史
、

仏
教
史
な

ど

の

歴

史
学
の

み
な
ら

ず
、

寺
院
に

お

け
る

伝

承
の

あ

り
方
な
ど

を
う
か

が

う
上

で
、

仏
教
学
や

国
文
学
に

も

資
す
る

の

で

は

な
い

か
と

思
う

。

1
　
拙
稿
「

［

資
料
紹
介
］

智
積
院
新
文
庫
所
蔵

『

視

覃
雑
記
』

に

つ

い

て
」

　
（
『

智
山
学
報
』

六
一

、

二

〇
一

二
）

。

2
　
雲

龍
院

蔵
『

万
花
鏡
』

巻

三

所
収
（
西
谷
功
「

泉
涌
寺
創
建
と

仏

牙
舎

　

利
」

（

『

戒
律
文
化
』

七、

二

〇

〇

九
）

の

紹
介
に

よ
る
）
。

足
利

氏
の

「

乱

　

責
悪
行
」

に

よ

っ

て

紛
失
し
た

古
雲
元
粋
の

「

伝
来
記
」

に

代
わ

り
、

第

　

十
世
長
老
の

全

信
が

記
し

た

も
の

。

湛
海
が
二

度
渡
宋

の

後
に

仏
牙
を

　

将
来
し

た

粗
々

の

こ

と

が

書
か

れ

て
い

る

も
の

の
、

湛
海
帰
朝

年、

仏

　

牙
請
来
年
に

つ

い

て

は
一

切
触
れ

な
い

。

3
　
樹
下

文
隆

又

舎

利
〉

と
〈

韋
駄
天
〉

」

（

『

芸
能

史
研

究
』

　一

〇

五
、

　
一

九
八

九）
。

4
　
樹
下

文
隆
前
掲
論
文
（
注
3
）

。

5
　
西
谷
功
前
掲
論
文
（
注
2

）

。

二

二

三
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泉
涌
寺
仏
牙
舎
利
と

請
来
者
湛
海
に

つ

い

て

（

大
　
谷）

6
　
『

河

内
長
野

市
史
』

巻
五
・

史
料
編
二

（

一

九

七

五
∀

所
収
の

『

玄

秘

　

鈔
北
斗
法
』

奥
書
な
ど
。

7
　
牧
野

和

夫
「

「

思
融
−
良

含
」

周
辺
の

こ

と
・

杭
州
出
自
の

宋
人
の

こ

　
と

　
　
「

軍

記
物
語
と

東
ア

ジ
ア

の

仏
教

世
界
」

補
遺

　
　
」

（

『

実
践
国

　

文
学
』

八

〇
、

二

〇
一
一
）

、

「

延
慶

（

本
）

奥
書
・

応
永
書
写
『

平

家
物

　

語』

四

周
の

書
物
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

　
　
「

軍
記

物
語
と
東
ア

ジ

ア

の

仏
教

　

世
界
」

　

　
」

（

『

軍
記
と

語
り
物
』

四

八
、

二

〇
一

二
）

な
ど

。

8
　
大
塚
紀
弘
「

日

宋
交
流

と

仏
牙

舎
利
　

　
五

台
山
か

ら

来
た

仏

牙

舎
利

　
の

行
方
　
　
」

（

『

日

本
歴
史
』

七

五
九
、

二

〇
一

こ
。

〈

付
記
〉

本
発
表
の

た

め
の

『

視
覃
雑
記
』

の

閲
覧
・

複
写
等
に

際
し
、

真
言
宗
智
山

派
御
当
局、

石
川

隆
教
師
（

智
山
年
表
編
纂
室
主

幹
）

、

田

口

秀
明

師
（

智

山

年
表
編
纂
室
助
手）

に
、

多
大
な
る
ご

高
配、

ご

厚
恩
を
賜

り
ま
し
た

。

記
し

て

感
謝
申
し
上

げ
ま

す。

本
稿
は

平
成
二

十

四

年
三

月

に

近
江

で

行
わ

れ

た

倭
寇
の

会
に

て

報
告
し

た

も
の

を

元
に

作
成

し
た

。

報
告
に

際
し
て

さ

ま

ざ

ま

に
ご

意
見
く
だ

さ
っ

た

メ

ン

バ

ー

の

方
々

に

感
謝
申
し

上

げ
ま
す

。

ま
た

執
筆
に

あ
た
っ

て

は
、

西
谷
功
氏
に

多
く
の

ご

教
示
を
い

た
だ

い

た
。

あ
り
が

と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。

（

本
稿

は

平
成
二

十
五

年

度
科
学
研
究
費

補
助
金

に

よ
る

研
究
成
果
の
一

部
で

あ
る

。

）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

（

特
別
研
究
員
奨

励
費）

竹
岩
聖

皐
、

道
宣、

四

天

王

寺
勝
鬘
院

、

「

泉
涌
寺
仏
牙

舎
利
勅
箴
記
」

、

『

視

覃
雑
記
』

、

謡
曲、

入

宋

　
　

　
　
　
（
日
本

学
術
振

興
会
特
別
研

究
員
RPD

）

新
刊
紹
介

二

二

四

空
海
（

金

希
泰
）

著

中
国
宋
代
天
台
教
学
の

研
究

　

　
　
　
　

　
　
　

特
に

浄
覚
仁
岳
を

中
心
と
し
て

A
五

判
・

三

三

四

頁
・

本
体
価
格
八

、

五

〇
〇

円

　

　
　
　

山

喜
房
佛
書
林
・

二

〇
一

三

年
四

月
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